
 (1) 第43号し　お　か　ぜ

９
／
７

北
海
道
地
区
（
札
幌
市
）

会
場
／
札
幌
ア
ス
ペ
ン
ホ
テ
ル

　

懇
談
会
冒
頭
、
塩
谷
毅
教

育
後
援
会
会
長
が
「
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
11
カ
所

で
行
う
教
育
懇
談
会
は
、
他

大
学
で
は
見
ら
れ
な
い
ユ

ニ
ー
ク
な
試
み
。
離
れ
て
暮

ら
す
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
安
井
利
一
学
長

は
「
学
生
の
『
夢
』
を
『
志
』

に
変
え
、
４
年
後
に
社
会
へ

送
り
出
す
の
が
大
学
の
務
め
。

本
日
は
、
学
生
の
将
来
に

が
で
き
な
い
。
た
だ
10
月
の

内
定
式
は
そ
の
ま
ま
。
つ
ま

り
短
期
集
中
決
戦
に
な
り
、

事
前
準
備
が
よ
り
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
大
学
も
最

大
限
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
の
個
別
面
談
で
は
、

単
位
の
修
得
状
況
や
成
績
等

に
つ
い
て
相
談
が
行
わ
れ
、

じ
っ
く
り
話
し
合
っ
て
い
た
。

９
／
21

北
陸
地
区
（
新
潟
市
）

会
場
／
チ
サ
ン
ホ
テ
ル

　

塩
谷
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

安
井
学
長
は
「
今
年
３
月
に

大
学
の
理
事
長
が
交
代
し
、

若
返
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
教
職
員
挙
げ
て
大
学
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
」。

ま
た
、
卒
業
生
の
就
職
先
に

毎
年
行
っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
触
れ
「
卒
業
生
は
非
常

30
社
を
招
い
て
行
う
『
学
内

企
業
セ
ミ
ナ
ー
』
で
は
、
参

加
希
望
企
業
が
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
の
状
態
。
寄
せ
ら
れ
る

求
人
数
も
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
た

め
に
は
、
①
中
小
企
業
に
も

視
野
を
広
げ
る
こ
と
、
現
３

年
生
か
ら
の
就
職
活
動
期
間

が
短
く
な
る
こ
と
に
触
れ
、

②
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
切

る
た
め
に
綿
密
な
準
備
が

大
切
と
説
い
た
。「
た
だ
し
、

全
て
の
企
業
が
後
ろ
倒
し
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
は
限
ら
な

い
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

採
用
を
連
動
さ
せ
る
企
業
も

あ
る
。
気
が
つ
い
た
ら
応
募

が
終
わ
っ
て
い
た
…
に
な
ら

な
い
よ
う
早
め
の
情
報
収
集

を
」
と
呼
び
か
け
た
。　

　

個
別
相
談
の
順
番
を
待
つ

控
え
室
で
は
、
保
護
者
同
士

の
情
報
交
換
が
活
発
に
行
わ

れ
て
お
り
、「
こ
こ
で
知
り

合
い
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
年
に
１
回
会
っ
て
現
状
を

報
告
し
あ
う
の
が
楽
し
み
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

10
／
５

東
北
地
区
（
福
島
市
）

会
場
／
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
プ

ラ
ザ
福
島

　

16
組
25
名
の
保
護
者
が
参

と
っ
て
有
効
な
時
間
に
な
る

会
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
鈴
木
洋
州
学
生

支
援
課
長
が
修
学
支
援
業
務

に
つ
い
て
、「
年
４
回
行
う

授
業
の
出
欠
席
状
況
調
査
を

元
に
、
休
み
が
ち
な
学
生
に

教
職
員
か
ら
積
極
的
に
声
を

か
け
、
問
題
を
早
期
発
見
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
離

学
者
の
防
止
と
、
よ
り
充
実

し
た
学
生
生
活
の
サ
ポ
ー
ト

に
努
め
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

さ
ら
に
、
就
職
に
関
し
て

は
時
間
を
割
い
て
説
明
。「
明

海
大
学
で
は
、
就
職
活
動
で

必
須
の
自
己
分
析
対
策
、
筆

記
試
験
対
策
、
履
歴
書
用
の

写
真
撮
影
や
女
子
学
生
の
ヘ

ア
＆
メ
イ
ク
講
座

ま
で
き
め
細
か
な

就
職
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
私
立
大

学
の
中
で
も
高
水

準
と
自
負
し
て
い

ま
す
」

　

ま
た
、
就
活
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
、「
３
年
生

の
12
月
か
ら
本
格

化
し
て
い
た
就
活

が
3
カ
月
後
ろ
倒

し
に
な
り
、
現
３

年
生
か
ら
は
、
翌

年
３
月
ま
で
企
業

訪
問
や
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
提
出

に
評
判
が
よ
く
、
素
直
で
真

面
目
で
仕
事
を
そ
つ
な
く
こ

な
し
て
い
る
と
の
評
価
。
一

方
、
自
分
で
考
え
発
言
す
る

積
極
性
が
足
り
な
い
と
い
う

評
価
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
、
大
学
で
は
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
シ
ン
キ
ン
グ
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る

努
力
を
し
て
い
る
」
と
話
し

た
。

　

続
い
て
鈴
木
学
生
支
援
課

長
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変

わ
る
就
職
に
関
し
て
時
間
を

割
い
て
説
明
を
行
い
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。

　

個
別
面
談
後
の
懇
親
会
で

は
清
水
俊
行
教
育
後
援
会
役

員
が
「
お
め
さ
ん
、
な
ら
じ

の
（
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す

か
）」と
新
潟
の
方
言
で
挨
拶

す
る
と
、
会
場
は
一
気
に
和

や
か
に
な
り
、
保
護
者
と
教

職
員
は
交
流
を
深
め
て
い
た
。

９
／
28

東
北
地
区
（
盛
岡
市
）

会
場
／
ホ
テ
ル
東
日
本
盛
岡

　

塩
谷
会
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
大
田
原
長
茂
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
幹
が
、

大
学
の
近
況
報
告
の
中
で
、

就
職
に
関
し
て
説
明
。
明
海

大
生
を
採
用
し
た
い
企
業
約

加
し
た
同
会
場
。
塩
谷
会
長

は
「
今
日
は
宮
城
、
山
形
か

ら
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
積
極
的
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

安
井
学
長
に
続
き
、
佐
久

間
健
二
学
生
支
援
課
係
長
は
、

就
職
状
況
に
つ
い
て
、「
今

年
の
就
職
状
況
は
盛
況
で
、

現
在
、
就
職
を
希
望
す
る
４

年
生
の
内
定
率
は
57
％
を
超

え
、
昨
年
の
同
時
期
よ
り
２

～
３
割
多
い
」
と
話
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
教
授
陣
に

よ
る
個
性
あ
ふ
れ
る
ス
ピ
ー

チ
が
展
開
さ
れ
た
。
経
済
学

部
長
の
下
田
直
樹
先
生
は
、

「
経
済
学
部
は
学
生
数
も
多

い
の
で
、
懇
談
会
で
保
護
者

に
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
き
め
細
か
く
学
生
を
見

て
い
る
」
と
話
し
、
不
動
産

学
部
の
本
間
勝
先
生
は
、「
夜

９
時
、
10
時
に
勉
強
し
て
い

た
と
い
う
学
生
と
帰
り
が
一

緒
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
学

生
は
頑
張
っ
て
い
る
」
と
話

し
た
。

　

会
の
最
後
に
４
年
生
保
護

者
の
代
表
が
「
先
生
方
か
ら

お
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
地
元
企
業
に
内
定
が

決
ま
り
ま
し
た
」
と
話
す
と
、

温
か
い
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
の
日
本
は
、
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
３
人
が
受
賞

し
、
科
学
発
展
へ
の
世
界
寄

与
に
日
本
の
力
強
さ
を
感
じ

る
一
方
、
火
山
噴
火
や
集
中

豪
雨
な
ど
自
然
の
猛
威
の
前

で
は
、
非
力
さ
を
感
じ
ざ
る

を
え
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に

は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

界
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男

子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で

の
優
勝
、
全
米
オ
ー
プ
ン
男

子
テ
ニ
ス
で
の
準
優
勝
な
ど
、

大
躍
進
に
誇
ら
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
今
年
は
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
の
明
る
く
元
気
で
、

ま
た
成
長
・
発
展
が
感
じ
ら

れ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
期
待
し
た

い
で
す
。

　

さ
て
、
年
度
と
し
て
は
ま

だ
継
続
中
の
今
年
度
の
活
動

で
す
が
、
一
部
ご
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま

ず
、
当
教
育
後
援
会
の
主
要

事
業
の
一
つ
で
あ
る
地
区
懇

談
会
で
す
が
、
計
画
通
り
昨

年
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

全
国
10
カ
所
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
（
関
東
地
区
・
浦
安

を
除
く
）。
各
地
区
の
保
護

者
の
方
に
対
し
て
大
学
の
近

況
、
お
子
さ
ま
の
学
生
生
活

な
ど
を
お
伝
え
す
る
も
の
で

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
安
井
学

長
を
は
じ
め
、
教
職
員
の

方
々
の
ご
協
力
を
得
て
無
事

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
出

席
者
か
ら
は
非
常
に
よ
い
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
、
私
は
全
て
の
会
に
同
行

し
ま
し
た
が
、
懇
親
会
で
は

可
能
な
限
り
ご
出
席
い
た
だ

い
た
保
護
者
や
教
職
員
及
び

同
行
の
役
員
の
方
々
と
お
話

を
し
、
教
育
後
援
会
活
動
に

対
す
る
意
見
な
ど
を
お
聞
き

す
る
と
共
に
、
明
海
大
学
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
今

後
の
活
動
に
お
い
て
大
変
参

考
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
経
営
の
ト
ッ

プ
で
あ
る
理
事
長
が
昨
年
３

月
に
代
わ
ら
れ
ま
し
た
が
、

新
理
事
長
の
宮
田
淳
様
に
は

教
育
後
援
会
の
新
春
座
談
会

で
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。
今

後
の
大
学
経
営
に
対
す
る
思

い
な
ど
を
伺
い
、
当
会
活
動

の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
詳
細
を
こ
の
後
の
紙
面
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

教
育
後
援
会
は
大
学
あ
っ

て
の
活
動
と
な
り
ま
す
。
今

後
も
大
学
関
係
者
と
は
様
々

な
機
会
に
対
話
し
、
大
学
の

状
況
把
握
に
努
め
る
と
共
に

相
互
理
解
を
深
め
、
活
動
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
会
員
の
皆
様

に
は
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
も
皆
様
に

と
っ
て
ご
家
族
共
々
、
健
や

か
で
幸
多
き
年
で
あ
る
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

２
０
１
４
年
度　

地
区
教
育
懇
談
会　

11
会
場
で
開
催
！

　

教
育
後
援
会
事
業
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
『
地
区
教
育
懇
談
会
』
が
今
年
度
も
全
国
11
カ
所
（
６

月
開
催
の
関
東
地
区
含
む
）
で
行
わ
れ
た
。
毎
年
参
加
し
て
い
る
保
護
者
も
多
く
、「
絶
対
に
参
加
す
る

べ
き
」
と
口
を
そ
ろ
え
て
話
す
ほ
ど
の
好
評
ぶ
り
。
わ
が
子
の
成
績
や
学
生
生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
就
職
や
留
学
に
つ
い
て
の
相
談
を
地
元
で
で
き
る
機
会
は
他
に
な
い
。
来
年
度
は
ぜ
ひ
参
加
を
！

新
年
の
ご
挨
拶

教
育
後
援
会
会
長
　
塩
谷 

毅

（
２
面
へ
続
く
）

▲個別面談（北陸地区）

▲個別面談を待つ間、控室で情報交換する保
護者たち（東北地区・盛岡市）

▲東北地区（福島市）

▶
北
陸
地
区
（
新
潟
市
）
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10
／
12

信
州
地
区
（
長
野
市
）

会
場
／
ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ

長
野

　

８
組
13
名
の
保
護
者
が
参

加
し
た
懇
談
会
は
、
塩
谷
会

長
の
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
。
資

料
を
基
に
鈴
木
学
生
支
援
課

長
か
ら
は
、
大
学
の
近
況
や

修
学
支
援
、
就
職
に
つ
い
て

の
説
明
が
な
さ
れ
、
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
く
保

護
者
も
い
た
。

　

現
３
年
生
か
ら
は
、
３
カ

月
後
ろ
倒
し
の
３
月
か
ら
就

職
活
動
が
始
ま
り
、
４
月

だ
っ
た
企
業
の
選
考
活
動
開

始
は
８
月
に
ず
れ
込
む
。
い

ず
れ
も
定
期
試
験
の
後
、
長

期
休
暇
の
さ
な
か
で
、
活
動

が
分
断
さ
れ
る
。
先
輩
た
ち

の
活
動
も
参
考
に
で
き
な
い

の
で
、「
各
自
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
が
重
要
」
と
説
い
た
。

　

個
別
面
談
で
は
、
予
定
時

間
を
超
え
じ
っ
く
り
話
し
込

む
場
面
も
あ
り
、
面
談
後
の

表
情
は
す
っ
き
り
し
て
い
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
自
ら
各

テ
ー
ブ
ル
を
回
る
安
井
学
長

に
、
あ
る
保
護
者
は
「
学
長

と
の
距
離
が
こ
ん
な
に
近
く
、

ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
け
る

と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

大
勢
の
先
生
方
に
来
て
い
た

だ
き
心
苦
し
い
く
ら
い
。
で

も
こ
の
活
動
は
ず
っ
と
続
け

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

10
／
19

東
海
地
区
（
静
岡
市
）

会
場
／
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡

　

こ
の
地
区
に
は
76
名
の
学

生
が
在
籍
。
静
岡
、
三
重
、

愛
知
か
ら
15
組
24
名
の
保
護

者
が
集
ま
っ
た
。

　

塩
谷
会
長
に
続
き
、
佐
々

木
康
史
副
学
長
は
「
教
育
の

質
を
上
げ
る
た
め
に
２
０
１

０
年
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

学
生
の
声
も
生
か
し
つ
つ
そ

の
成
果
を
検
証
し
第
２
ス

テ
ー
ジ
へ
と
進
め
て
い
く
時

期
。
ま
た
就
職
の
サ
ポ
ー
ト

も
４
年
間
継
続
し
て
行
っ
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

続
い
て
大
田
原
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
幹
が

就
職
に
つ
い
て
、
①
現
３
年

生
か
ら
後
ろ
倒
し
に
な
る
就

職
活
動
の
始
動
も
、
企
業
に

よ
っ
て
は
さ
ら
に
早
い
場
合

も
あ
る
②
始
動
が
遅
く
な
る

分
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ

の
参
加
が
重
要
③
情
報
収
集

な
ど
事
前
準
備
が
成
功
の
カ

て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
大
田
原

主
幹
が
「
２
０
１
５
年
３
月

卒
の
大
卒
求
人
倍
率
は
１
・

61
倍
で
、
前
年
よ
り
０
・
33

ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
」
と
右
肩

上
が
り
の
採
用
状
況
を
話
し

た
。

　

ま
た
、「
面
接
の
際
の
大

き
な
柱
は
、『
志
望
動
機
』、

『
自
己
Ｐ
Ｒ
』、『
学
生
時
代

に
力
を
注
い
だ
こ
と
』
の
３

つ
。『
志
望
動
機
』
は
、
企

業
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
業
界

研
究
に
も
力
を
入
れ
、
な
ぜ

同
じ
業
界
の
な
か
で
も
そ
の

企
業
を
志
望
し
た
の
か
を
話

ギ
と
説
い
た
。
さ
ら
に
「
面

接
で
必
ず
聞
か
れ
る
の
は
、

学
生
時
代
に
力
を
注
い
だ
こ

と
。
何
を
目
指
し
ど
ん
な
努

力
を
し
た
か
。
ま
た
そ
の
経

験
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
も
問

わ
れ
る
」
と
話
し
、「
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
、
社
会
人
の

先
輩
と
し
て
相
談
に
乗
っ
て

ほ
し
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

個
別
面
談
で
は
、
教
授
か

ら
学
生
生
活
や
成
績
ま
で
丁

寧
な
説
明
が
あ
り
、
保
護
者

も
安
心
し
た
様
子
だ
っ
た
。

11
／
９

中
国
・
四
国
地
区

（
岡
山
市
）

会
場
／
岡
山
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　

岡
山
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、

出
雲
市
や
四
国
エ
リ
ア
か
ら

も
参
加
者
が
集
っ
た
。
安
井

学
長
は
「
不
動
産
学
部
は
１
、

２
年
生
で
宅
建
の
資
格
取
得

の
た
め
の
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
、
外
国
語
学
部
は
中
国

語
、
英
語
の
２
カ
国
語
を
操

り
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
活
躍

で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し

せ
る
こ
と
が
必
要
」
と
語
っ

た
。

　

地
方
の
親
が
気
に
な
る
Ｕ

タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

に
関
し
て
は
「
地
元
で
の

就
職
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
な
ど
、
早
め

の
動
き
出
し
を
」
と
呼
び
か

け
た
。

　
　

11
／
16

九
州
地
区
（
福
岡
市
）

会
場
／
博
多
都
ホ
テ
ル

　

九
州
地
区
に
は
48
名
の
学

生
が
在
籍
、
15
組
の
保
護
者

が
九
州
各
県
か
ら
参
加
し
た
。

　

塩
谷
会
長
、
安
井
学
長
の

挨
拶
に
続
き
、
佐
久
間
学
生

支
援
課
係
長
か
ら
は
、
大
学

の
近
況
や
、
就
職
状
況
、
就

職
活
動
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　

個
別
面
談
後
の
懇
親
会
で

は
各
教
授
が
ス
ピ
ー
チ
。
経

済
学
部
長
の
下
田
先
生
は
Ｊ

Ｒ
九
州
の
社
歌
『
浪
漫
鉄

道
』
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
登

場
、
会
場
の
笑
い
を
誘
っ
た
。

―地区懇談会の流れ―
カジュアルな服装でＯＫ！
ぜひ来年度、ご参加ください。

大学の近況＆就活の情報をGET！
①全体会
おもに、大学の近況・就職
活動について。就職につい
ては、企業の採用状況や就
活の取り組み方など、丁寧
でわかりやすい説明がう
れしい。

いわゆる『保護者面談』で不安解消！
②個別面談

単位取得状況や成績、出席
状況など気になることをす
べて解決。就職活動、留学
についても相談できる。

教職員や保護者同士、ざっくばらんに。
③懇親会

学長、教授と同じテーブルを囲み、ざっ
くばらんに話せる機会。大学の様子、
先生方の人となりが分かり、「安心感」
が増すはず。

④閉会
おつかれさまでした。

● 2014 年度地区懇談会出席者数　※関東を除く
学 　 科 北海道 北陸 東北（盛岡）東北（福島） 信州 東海 近畿・北陸 中国・四国 九州 沖縄 合計
日本語学科 2 1 0 2 0 0 0 0 0 1 6
英米語学科 2 7 2 4 7 2 2 0 3 0 29
中国語学科 0 0 0 1 0 2 2 0 0 2 7
経 済 学 科 4 5 2 7 4 5 6 1 1 0 35
不動産学科 1 2 2 4 0 7 7 3 6 0 32
Ｈ Ｔ 学 科 0 13 9 7 2 8 2 5 10 1 57
合　　 計 9 28 15 25 13 24 19 9 20 4 166

（
１
面
か
ら
）

も良いので、就職活動すれば大丈夫と
言われて安心しました。
（東海・不動産学科４年）
●息子は関東に馴染めないようで、時
間があると帰ってくるんです。前回「大
学でうまくやっているか心配」と話し
たところ、先生から息子に声をかけて
もらえるようになり、ありがたく思い
ます。（近畿北陸・不動産学科２年）

★大学生活や成績のことが
分かりました

●学生生活は順調なようですが、成績
があまり良くなく心配していました。
今後も単位をしっかり取っていけば大
丈夫と言われたので、卒業まで頑張っ
てほしいです。（東海・経済学科 1年）
●娘とはコミュニケーションを取って
いる方だと思うが、情報が断片的。今
日は知りたいことがすべて分かって良
かった。（信州・英米語学科２年）
●初めて参加しました。子どもから聞
けない、子どもにとって話しづらいこ
とも直接先生から聞くことができ、大
学での様子が分かりました。部活動で
疲れるのか、ときどき授業を休んでし
まうようなので、これから息子と話し

てみます。（信州・経済学科２年）
●初めての一人暮らしで生活に手一杯
のようで、勉強はどうなのか、情報が
ないのが一番心配です。今日は先生に
様子を聞くことができて良かったで
す。（福島・経済学科１年）
●３回目の出席ですが、初めて来たと
きは、ここまで懇切丁寧に子どものこ
とを説明してもらえるのかと驚きまし
た。私たちの知らない、学校での娘の
姿が分かります。来ないのは本当に
もったいないと思います。
（盛岡・ＨＴ学科３年）
● TOETC の結果が悪くて落ち込んで
いたので、その相談にきました。まだ
１年生なのでチャンスがある。その具
体策を教えてもらいました。
（盛岡・ＨＴ学科１年）
●一対一なので個人的に思っているこ
とを直接伝えられ、うれしい。留学に
ついて相談したのですが、その場で成
績表を見ながらアドバイスをもらえた
のでとても良かったです。先生方が新
潟まで来てくださるので助かります。
（北陸・経済学科２年）
●入学して約半年。成績も大丈夫そう
で安心しました。本人が留学を考えて
いるようで、留学相談のブースにも行

きました。費用やスケジュールなどを
伺い、具体的なイメージができそうで
す。（北海道・英米語学科 1年）
●今回初めて参加したきっかけは、学
校から送られてきた成績表。このまま
では卒業できるか心配で、浦安まで相
談に行こうかと考えていたところ懇談
会があり、本当にありがたかったです。
今日のお話で不安も、安心も両方膨ら
みました。（九州・英米語学科２年）
●息子とは毎日 Line で話しています
が、成績の話はしないんです（笑）。
なので毎年成績チェックのために来て
います。大学の海外研修派遣制度を利
用して、来春はマレーシアに行くそ
う。そちらの詳細も聞くことができま
した。（近畿北陸・経済学科３年）

★子どもと話すきっかけに
●特に心配なことはないのですが、中・
高校のように直接先生とお会いして話
せると安心感があります。子どもにも

「何かあったら先生に相談してごらん」
と伝えているんですよ。
（北海道・経済学科２年）
●前回は出張に合わせて浦安キャンパ
スの懇談会に出席しました。子どもに

アドバイスするための情報や心構え
を、この懇談会で教えていただいてい
ます。（北海道・不動産学科２年）
●先生と直接話すことができるので毎
年参加しています。以前出席日数のこ
とで大学から連絡をもらって驚きまし
たが、子どもと話すきっかけになりま
した。（福島・経済学科３年）
●以前に参加したときには先輩保護者
から就職の情報を聞き、大変助かった
のを覚えています。懇談会では大学で
の様子が手に取るように分かるので、
子どもにアドバイスができました。
（北陸・経済学科４年）
● 3 年連続の参加です。息子から大
学の話は全く聞きませんが、懇談会に
行くことを話したら、「ありがとう」
と言ってくれました。
（中国四国・不動産学科 3年）

▶
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
話
が
弾
む
懇

談
会
（
東
海
地
区
）

▶
信
州
地
区
（
長
野
市
）

◀
熱
心
に
説
明
を
聞
き
、
メ
モ
を

取
る
参
加
者
（
中
国
・
四
国
地
区
）

※
Ｈ
Ｔ
…
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
略



 (3) 第 43号し　お　か　ぜ

不
動
産
学
科
の
小
川
清
一
郎

先
生
は
「
不
動
産
学
部
は
ま

だ
認
知
度
が
低
い
が
、
法
学
、

経
済
学
、
工
学
の
３
つ
の
学

問
領
域
に
渡
っ
て
学
ぶ
、
実

に
面
白
い
学
問
で
す
。
ぜ
ひ

お
知
り
合
い
に
宣
伝
を
」
と

Ｐ
Ｒ
も
。ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
科
の
白
田
眞

一
先
生
は
「
当
学
科
で
は
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
規
定
の
点
数
を

と
ら
な
い
と
進
級
で
き
な
い
。

大
変
な
分
、
サ
バ
イ
バ
ル
に

強
い
学
部
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」
と
語
っ
た
。

　

教
育
後
援
会
の
清
水
役
員

が
「
息
子
は
今
年
度
で
卒
業

で
す
が
、
浦
安
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
は
明
海
大
だ
と
言
わ

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
、

お
開
き
と
な
っ
た
。

11
／
23

近
畿
・
北
陸
地
区

（
大
阪
市
）

会
場
／
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ

ス
ミ
ア
大
阪

　

本
年
よ
り
会
場
を
「
ホ
テ

ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大

阪
」
に
変
更
し
た
近
畿
・
北

陸
地
区
に
は
、
11
組
の
保
護

28
倍
）
よ
り
伸
び
て
い
ま
す
。

し
か
し
大
企
業
の
求
人
倍
率

は
０
・
55
倍
と
変
わ
ら
ず
厳

し
い
状
況
。
中
小
企
業
は
と

い
う
と
４
・
52
倍
。
日
本
に

は
４
２
１
万
社
の
企
業
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
中
小
企
業
は
４
１

９
万
社
で
、
99
・
７
％
を
占

め
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

視
野
を
広
げ
て
活
動
し
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
た
。

11
／
30

沖
縄
地
区
（
那
覇
市
）

会
場
／
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ

オ
ン

　

今
年
度
は
参
加
が
少
人
数

だ
っ
た
た
め
、
会
の
形
式
を

変
え
、
全
体
会
は
教
職
員
と

保
護
者
が
対
面
す
る
よ
う
な

形
で
行
っ
た
。

者
が
集
ま
っ
た
。

　

塩
谷
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
佐
々
木
副
学
長
は
大
学

の
建
学
の
精
神
を
説
明
。
中

で
も
、
１
年
生
に
大
学
の
特

徴
を
聞
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
触
れ
、「“
社
会
に
出

て
す
ぐ
に
役
立
つ
実
践
的
な

授
業
内
容
”
を
挙
げ
た
学
生

が
多
か
っ
た
。
も
っ
と
も
力

を
入
れ
て
い
る
、
自
ら
課
題

を
見
つ
け
な
が
ら
主
体
的
に

学
ぶ
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
能
動
的
学
習
）』
が

浸
透
し
て
い
る
表
れ
だ
と
思

う
。
今
後
も
学
生
の
夢
を
育

む
力
を
後
押
し
し
て
い
き
ま

す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
佐
久
間
学
生
支

援
課
係
長
が
資
料
を
基
に
説

明
。
就
職
に
つ
い
て
は
特
に

時
間
を
か
け
、「
２
０
１
５
年

３
月
卒
業
の
求
人
倍
率
の
予

測
は
１
・
61
倍
。
前
年（
１
・

　

塩
谷
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
安
井
学
長
が
学
部
・
学

科
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

説
明
し
た
。

　

鈴
木
学
生
支
援
課
長
か
ら

は
、
現
３
年
生
か
ら
３
カ
月

後
ろ
倒
し
で
始
ま
る
就
職
活

動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、
そ

れ
に
伴
う
注
意
点
に
つ
い
て

詳
し
く
話
が
あ
っ
た
。　
　

　

個
別
面
談
で
は
、
学
部
・

学
科
の
面
談
を
終
え
た
保
護

者
た
ち
が
、
留
学
支
援
・
就

職
相
談
の
ブ
ー
ス
に
も
相
談

に
訪
れ
て
い
た
。

　

場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
た

懇
親
会
で
は
、
保
護
者
と
教

職
員
が
よ
り
話
し
や
す
い
よ

う
に
と
、
円
卓
を
２
卓
つ
な

げ
て
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。
中
国

語
学
科
卒
で
高
校
教
師
を
し

て
い
る
卒
業
生
も
飛
び
入
り

参
加
し
、
和
や
か
な
う
ち
に

終
了
し
た
。

て
し
ま
う
こ
と
を
憂
慮
す
る

意
見
が
相
次
い
だ
。
ま
た
、

物
質
面
で
の
支
援
だ
け
で
な

く
、
精
神
的
な
支
援
の
必
要

性
を
訴
え
る
意
見
も
。
現
地

視
察
の
様
子
を
思
い
出
し
て
、

泣
き
出
す
学
生
も
い
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

た
ペ
テ
ロ
・
シ
ャ
ウ
さ
ん（
日

本
語
学
科
２
年
）
は
震
災

時
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ

カ
ル
タ
で
留
学
準
備
中
だ
っ

た
。
現
地
で
ニ
ュ
ー
ス
映
像

を
見
た
家
族
は
日
本
へ
の
留

学
に
大
反
対
し
た
が
、「
自

分
の
目
で
見
て
み
た
い
」
と

来
日
。
今
年
念
願
の
東
北
支

援
に
参
加
し
た
。
想
像
を
超

え
る
被
害
の
大
き
さ
と
と
も

に
、
力
を
合
わ
せ
て
復
興
に

尽
力
し
て
い
る
姿
に
感
動
し
、

「
今
後
は
故
郷
の
人
た
ち
に

こ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
渡

を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

　

今
年
は
「
明
海
大
学
の
未

来
に
つ
い
て
考
え
る
～
10
年

後
の
明
海
大
学
～
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
４
つ
の
分
科
会

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
12
、

13
人
ず
つ
の
班
に
分
か
れ
、

班
の
中
で
さ
ら
に
４
、
５
人

の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
。
実

は
こ
れ
は
昨
年
ま
で
の
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
意
見

を
出
し
や
す
い
よ
う
配
慮
し

た
も
の
。

　

分
科
会
で
は
授
業
・
大
学

設
備
・
学
生
と
教
職
員
の
関

わ
り
方
、
明
海
大
の
魅
力
・

他
大
学
と
の
違
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
留
学
生
と
の

が
、
今
年
は
学
友
会
が
中
心

と
な
り
、
学
生
有
志
15
名
に

よ
る
支
援
活
動
が
行
わ
れ
た
。

学
生
た
ち
は
参
加
費
１
万
円

を
払
っ
て
活
動
に
参
加
し
た
。

「To

＋U

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
東
北
（Tohoku

）
と
浦

安
（U

rayasu

）
を
つ
な
げ

て
、
支
援
活
動
や
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

活
動
場
所
は
例
年
通
り
、

岩
手
県
釜
石
市
。
８
月
７

日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、

被
災
地
域
の
視
察
や
「
釜

石
よ
い
さ
」
の
開
催
支
援
、

そ
し
て
旅
館
「
宝
来
館
」

で
震
災
当
時
の
様
子
を
聞

い
た
り
、
近
く
の
海
岸
の

松
林
の
保
全
活
動
を
行
っ

た
り
し
た
。

　

報
告
会
で
は
多
く
の
学

生
が
復
興
の
遅
れ
に
つ
い

て
話
し
、
震
災
が
風
化
し

　

11
月
３
日
、
明
海
祭
が
催

さ
れ
て
い
る
浦
安
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
、
被
災
地
支
援
活
動

「To

＋U

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

活
動
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
学
生
支
援
課
が

中
心
と
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
実
施
さ
れ
て
き
た

　

９
月
２
日
、
３
日
の
両
日
、

『
鴨
川
ホ
テ
ル
三
日
月
』
で

学
友
会
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が

行
わ
れ
た
。
今
年
は
２
０
０

名
を
上
回
る
参
加
者
が
あ
り
、

留
学
生
も
多
数
参
加
し
た
。

　

開
会
式
で
は
上
澤
敬
之
学

友
会
会
長（
経
済
学
科
３
年
）

が
挨
拶
。「
学
生
が
教
職
員

や
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
深
く

話
を
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
の
で
、
こ
の
機
会
に
議
論

を
交
わ
し
さ
ま
ざ
ま
な
『
気

づ
き
』
を
得
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

た
。
安
井
学
長
は
「
皆
さ
ん

の
意
見
を
大
学
に
反
映
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
私

も
皆
さ
ん
と
次
の
明
海
大
学

邉
成
美
さ
ん
（
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
科
２

年
）
も
震
災
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
た
い
と
し
、
遠
藤
安
朗

さ
ん
（
経
済
学
科
３
年
）
は

「
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
活

動
し
た
今
年
の
成
果
を
踏
ま

え
、
来
年
以
降
も
活
動
を
継

続
す
る
た
め
に
後
輩
に
こ
の

経
験
を
伝
え
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

交
流
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
行
わ
れ
た
。

　

２
日
目
は
各
分
科
会
か
ら

の
意
見
を
ま
と
め
た
報
告
会

が
行
わ
れ
た
。
学
生
は
「
有

意
義
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
」「
も
っ
と
明
海
大

を
有
名
に
し
た
い
」
と
話
し
、

教
職
員
か
ら
は
「
明
海
大
の

未
来
は
卒
業
生
た
ち
の
頑
張

り
次
第
。
そ
の
視
点
か
ら
大

学
が
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え

て
く
る
」
と
話
し
て
い
た
。

　

上
澤
会
長
は
「
少
人
数
に

分
け
た
こ
と
で
、
話
を
し
や

す
く
な
っ
た
と
聞
き
、
狙
い

は
成
功
し
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
例
年
は
委
員
な

ど
が
中
心
だ
っ
た
が
、
今
年

は
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
た

た
め
、
一
般
学
生
の
参
加
が

増
え
、
よ
り
フ
ラ
ッ
ト
な
視

点
で
話
し
合
い
が
で
き
た
と

思
う
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

★就活－親身な対応に感謝
●毎年欠かさず出席しています。お陰
様で娘は第一志望の全日空の CA に合
格しました。娘は夢を叶えるために明
海大に入学しました。その選択は間
違っていなかったと確信しています。
大学は、CA になるためにアルバイト
を紹介してくれるなど、夢への階段が
見えるようにしてくださった。感謝し
ています。（盛岡・ＨＴ学科４年）
●上の子と合わせて８年間お世話にな
りました。おかげさまで内定をいただ
けました。上の子が就職で苦労してい
たのを見て、本人も努力したのかもし
れません。就職活動中はプレッシャー
にならないよう、子どもから話してく
れるのを待つようにしていました。
（北陸・ＨＴ学科４年）
●就職の相談で、子どもが希望してい
る業界のことをお聞きしたところ、そ
の業界は一般の就活スケジュールより
早く採用活動が始まるかもしれないと
のこと。この時期にアドバイスいただ
けて本当に良かったです。子どもにも
早速伝えます。（北陸・ＨＴ学科３年）
●私たち親は就職活動に困らなかった
世代。今の学生の就職状況については
ちゃんとした知識がなく不安でした。
でも担当の先生から実際の状況を具体
的に聞け、娘が困ったときにどんな助

言をしたらいいかがわかりました。
（中国四国・ＨＴ学科 3年）
●今年で３回目。娘が U ターン就職
希望なので、毎年出席し何かと相談に
乗ってもらっていました。仙台での就
職面談に先生が同行してくださったこ
ともあり、本当に面倒見がいい大学で
す。参加するたびに、明海大でよかっ
たと思います。（盛岡・ＨＴ学科３年）
●おかげさまで不動産関係の仕事に内
定が決まり、卒業もできそうでほっと
しています。就職がなかなか決まらず、
10 月には浦安に行ってお尻をたたい
てきたんですよ。思い返せば入学直前
に震災があり、不安でいっぱいでした
が、４年間はあっという間でした。
（九州・不動産学科４年）

★大学のサポート体制に感謝
●地区懇談会への参加は３回目です。
先生のご助言のおかげで資格を取得で
き、就職も決まりました。あとは単位
をきちんととってもらって卒業するだ
けです。（福島・ＨＴ学科４年）
● 2 回目の参加です。就職や進級の
こと以外に生活についても話しまし
た。娘は一時落ち着きがない時期があ
り、前の懇談会で学内のカウンセラー
に相談することを勧められました。実
際に相談したようで、思っていた以上
に話を聞いてもらっていると報告があ
り、このようなサポート体制があり助
かりました。（中国四国・経済学科2年）
●宅建の資格がないので、本人も親も
就職は難しいと思っていましたが、先
生から資格の有無は関係ないと。成績

参加者の声

２
０
１
４
年
度
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

『
10
年
後
の
明
海
大
学
』
を

考
え
る

▲少人数に分かれてグループ分けされた分科会。例年
より意見が出しやすくなった

◀開会式で挨拶をする上澤敬之学友会会長

今年は学生主体で東北支援
東北復興支援活動報告会

▶
控
室
で
学
長
と
話
を
す
る
参
加
者

（
九
州
地
区
）
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久
村
（
以
下
、
司
会
）　
本

日
は
新
春
座
談
会
と
い
う
こ

と
で
、
昨
年
新
理
事
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
宮
田
理
事
長

を
迎
え
て
、『
明
海
大
学
の

過
去
・
現
在
・
未
来
』
と
い

う
テ
ー
マ
で
お
話
を
う
か
が

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

塩
谷
会
長
（
以
下
、
塩
谷
）

わ
れ
わ
れ
教
育
後
援
会
は
新

理
事
長
と
と
も
に
明
海
大
学

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ざ
っ
く

ば
ら
ん
な
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

宮
田
理
事
長
（
以
下
、
理
事

長
）　

こ
ち
ら
こ
そ
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

し
た
。
そ
の
後
、
経
済
学
部

の
教
員
に
な
り
、
そ
し
て
２

０
０
５
年
に
は
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
の

設
置
の
た
め
に
籍
を
そ
ち
ら

に
移
し
ま
し
た
。
従
い
ま
し

て
、
明
海
大
学
と
は
事
務

局
、
経
済
学
部
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
、

そ
し
て
法
人
…
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
で
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

司
会
　
な
る
ほ
ど
。
で
は
、

そ
の
経
歴
の
中
で
も
特
に
思

い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

理
事
長
　
そ
う
で
す
ね
…
。

実
は
、
私
は
事
務
局
で
教
務

の
仕
事
を
す
る
前
に
、
不
動

産
学
部
の
設
置
認
可
を
受
け

る
た
め
の
申
請
に
関
わ
る
仕

事
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
不

動
産
学
は
欧
米
諸
国
で
は
盛

ん
な
学
問
で
あ
り
ま
す
が
、

当
時
の
日
本
で
は
ま
っ
た
く

新
し
い
学
問
。
そ
れ
を
日
本

で
根
付
か
せ
る
た
め
に
、
経

済
学
や
法
学
、
工
学
と
い
っ

た
今
ま
で
個
別
に
研
究
さ
れ

て
き
た
分
野
を
不
動
産
学
と

し
て
総
合
的
、
か
つ
体
系
的

に
学
べ
る
学
部
を
設
置
し
よ

う
と
取
り
組
ん
だ
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
前
例
が
な
い
学
問

な
わ
け
で
す
か
ら
、
認
可
に

た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
相
当

し
い
で
す
ね
。

司
会
　
今
、
理
事
長
か
ら
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
話
が
出

ま
し
た
が
、
大
卒
3
年
目
の

離
職
率
が
高
く
な
っ
て
い
る

と
い
う
記
事
な
ど
を
見
る
と
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ

て
学
生
が
社
会
に
馴
染
ん
で

い
く
こ
と
、
仕
事
と
は
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
を
知
る
こ

と
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

小
林
　
学
園
祭
の
時
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

た
学
生
の
発
表
会
を
聞
き
ま

し
た
。
実
際
の
経
験
を
通
し

た
と
て
も
良
い
発
表
な
の
で

テ
ィ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
学
部

は
明
海
大
学

の
特
徴
で
あ

る
と
考
え
て

い
る
保
護
者

の
方
が
多
く
、

期
待
も
大
き

い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

司
会
　
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
を
立
ち
上

げ
る
際
の
ご
苦
労
は
ま
た
別

の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
か
？

理
事
長
　
そ
う
で
す
ね
。
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
学
部
は
、
国
の
観
光
立
国

宣
言
を
受
け
て
、
大
学
が
そ

れ
に
ど
う
応
え
ら
れ
る
か
と

い
う
こ
と
で
立
ち
上
げ
た
も

の
で
す
。
他
の
学
部
と
異
な

る
の
は
、
将
来
ど
う
い
う
と

こ
ろ
に
就
職
し
た
い
の
か
が

１
０
０
％
見
え
て
い
る
状
況

で
学
生
た
ち
が
入
学
し
て
く

る
こ
と
。
で
す
か
ら
、
就
職

か
ら
逆
算
し
て
学
ぶ
べ
き
こ

と
を
決
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を

ど
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
結

果
を
出
し
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
の
一
つ
は
英
語
で
す
。

例
え
ば
２
０
１
５
年
に
卒
業

す
る
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ

る
２
０
２
０
年
は
社
会
に
出

て
５
年
目
。
社
会
人
と
し
て

ち
ょ
う
ど
脂
が
の
っ
た
時
期

で
す
。
そ
う
し
た
時
に
海
外

か
ら
た
く
さ
ん
や
っ
て
く
る

お
客
さ
ま
を
迎
え
る
現
場
で

活
躍
す
る
に
は
、
最
低
限
英

語
が
必
要
。
し
か
し
、
英
語

を
覚
え
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
、
英
語
を
道
具
と
し
て

使
い
こ
な
せ
る
よ
う
な
人
材

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
上
で
一
番
大

力
を
鍛
え
る
の
に
非
常
に
い

い
機
会
で
す
。
学
園
祭
だ
け

で
な
く
、
授
業
な
ど
で
も
そ

の
よ
う
な
機
会
を
増
や
す
た

め
に
、
教
員
も
大
い
に
関

わ
っ
て
い
く
べ
き
で
す
ね
。

立
て
ま
し
た
。
生
き
た
学
問

を
教
え
る
こ
と
を
最
も
重
視

し
て
、
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
企
業
人
や
経
営
ト
ッ
プ
な

ど
を
招
い
た
授
業
も
数
多
く

企
画
し
ま
し
た
。

司
会
　
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て

い
く
時
代
に
合
わ
せ
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
は
素

晴
ら
し
い
姿
勢
で
す
よ
ね
。

日
本
人
の
お
も
て
な
し
精
神

は
海
外
に
誇
れ
る
も
の
で
す

か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
合
わ
せ
て
外
国
人
が
求
め

来
て
い
る
保
護
者
の
声
で
、

や
は
り
大
学
の
知
名
度
ア
ッ

プ
が
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
点

に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で

す
か
？

理
事
長
　
明
海
大
学
は
１
９

７
０
年
の
開
学
。
そ
し
て
浦

安
キ
ャ
ン
パ
ス
の
文
系
学
部

は
１
９
８
８
年
の
開
設
と
ま

だ
ま
だ
若
い
大
学
で
す
が
、

第
１
期
の
卒
業
生
も
今
は
45
、

46
歳
く
ら
い
に
な
り
、
そ
れ

な
り
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
き

始
め
て
い
ま
す
。
知
名
度
に

は
歴
史
的
側
面
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
・
学

科
で
学
ん
だ
卒
業
生
た
ち
が

各
方
面
で
活

躍
し
始
め
て

お
り
、
こ
う

い
っ
た
積
み

重
ね
に
よ
っ

て
自
ず
と
知

名
度
が
上

が
っ
て
く
る

の
で
は
な
い

か
と
考
え
て

日
本
で
初
め
て
の

学
問
を

根
付
か
せ
た
い

塩
谷
　
理
事
長
に
就
任
さ
れ

る
前
も
明
海
大
学
の
職
員
で

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
わ
け
で
、

そ
う
い
う
意
味
で
過
去
の
大

学
の
こ
と
は
よ
く
ご
存
じ
か

と
思
い
ま
す
。

理
事
長
　
そ
う
で
す
ね
。

司
会
　
理
事
長
は
現
在
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

学
部
の
教
授
も
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
過
去
の
経
歴

も
踏
ま
え
て
、
も
う
少
し
詳

し
く
理
事
長
の
明
海
大
学
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う

か
？

理
事
長
　
は
い
。
今
か
ら
20

年
前
、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
の

事
務
局
に
勤
務
し
て
お
り
ま

理
事
長
　
一
人
一
人
と
話
を

す
る
分
に
は
、
以
前
よ
り
も

会
話
は
う
ま
く
な
っ
て
い
る

と
は
思
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
を
通
し
て
上
下
関

係
を
学
ぶ
学
生
も
多
い
で
す

し
、
社
会
か
ら
も
、「
ス
ポ
ー

ツ
を
経
験
し
た
学
生
が
ほ
し

い
」
と
の
声
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
教
員
と
し
て
は
な
る
べ

く
多
く
の
人
と
接
す
る
よ
う

な
場
面
に
学
生
を
近
づ
け
る

努
力
を
し
て
い
か
な
く
て
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会
　
昨
年
の
秋
に
学
生
や

教
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
岩
手
県
の
釜
石

市
に
会
長
と
と
も
に
出
か
け
、

現
地
の
人
か
ら
「
本
当
に
助

か
っ
て
い
る
」
と
の
声
を
も

ら
い
ま
し
た
。
災
害
時
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
高
齢
社
会

が
進
む
に
つ
れ
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
人
材
に
な
る

た
め
に
学
生
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ど
ん

ど
ん
参
加
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
し
ょ
う
か
？

理
事
長
　
私
は
在
学
時

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、
こ
の
ふ
た
つ
を
必

ず
経
験
し
て
就
職
活
動

を
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
国
際
化
の

始
ま
り
は
地
域
。
こ
の

大
学
に
塀
が
な
く
、
地

域
の
人
た
ち
が
大
学
の

敷
地
を
通
っ
て
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
と
い
う

の
も
明
海
大
学
の
国
際

化
に
対
す
る
意
識
の
表

れ
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
地
域
の
中
で
何
が

で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
学
生
に
は
考
え
て
ほ

の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

塩
谷
　
不
動
産
と
い
う
の
は
、

日
本
で
は
そ
ん
な
に
学
問
を

成
す
の
が
難
し
い
部
門
な
ん

で
す
ね
。

理
事
長
　
例
え
ば
、
当
時
の

日
本
で
は
「
株
な
ん
か
に
手

を
出
し
て
、
不
動
産
な
ん
か

に
手
を
出
し
て
…
」
と
い
う

よ
う
な
言
い
方
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の

企
業
や
個
人
に
お
い
て
不
動

産
は
根
幹
と
な
る
不
動
の
財

産
で
あ
り
、
不
動
産
と
無
縁

な
人
は
い
な
い
わ
け
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
そ
れ
が
な
か
な

か
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
日
常
生
活
に
お
い
て
、

企
業
活
動
に
お
い
て
、
さ
ら

に
は
国
と
し
て
成
長
し
そ
し

て
成
熟
し
て
い
く
た
め
に
は
、

不
動
産
学
は
必
要
不
可
欠
な

学
問
で
あ
る
わ
け
で
す
。

司
会
　
確
か
に
、「
不
動
産

で
儲
け
た
、
損
し
た
」
と
い

う
感
覚
で
し
か
見
て
い
な
い

人
が
多
い
で
す
ね
。

佐
藤
副
会
長
（
以
下
、佐
藤
）

そ
こ
に
学
ば
な
け
れ
ば
い
け

な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
、
不
動
産
学
部
創
設
の

根
底
に
あ
る
の
で
す
ね
。

２
０
２
０
年
に

求
め
ら
れ
る

お
も
て
な
し
と
は

塩
谷
　
地
区
教
育
懇
談
会
で

地
方
に
出
か
け
て
も
、
不

動
産
学
部
や
ホ
ス
ピ
タ
リ

す
が
、
見
学

し
て
い
る
人

が
少
な
く
て

も
っ
た
い
な

い
な
と
感
じ

ま
し
た
。
よ

り
多
く
の
人

に
見
て
も
ら

え
る
よ
う
な

場
を
作
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
他
の
学
生

も
も
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
興
味
を
持
つ
の
で
は
と

思
い
ま
し
た
。

理
事
長
　
発
表
の
場
は
、
学

生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

切
な
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

と
い
う
概
念
を
学
ん
で
も
ら

い
た
い
。
本
当
の
日
本
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
イ
ン
ド
を

教
え
て
い
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
発
足
の
根

幹
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
か
ら
需
要
の

あ
る
人
材
を
輩
出
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
企
業
に
ど
の

よ
う
な
卒
業
生
が
ほ
し
い
か

と
い
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し

て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み

理
事
長
　
確
か
に
18
歳
人

口
が
減
少
し
、
大
学
入
学

者
の
確
保
に
お
い
て
た
い

へ
ん
厳
し
い
環
境
下
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
例
え
ば
外
国
語
学
部

で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
専
攻
を
設
け
、

よ
り
社
会
か
ら
の
需
要
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
不
動
産
学
部
で
は

宅
建
科
目
の
必
修
化
を
図

り
、
経
済
学
部
に
新
設
す

る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
会
計

コ
ー
ス
」
で
は
簿
記
2
級

対
応
科
目
を
必
修
化
す
る

な
ど
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ア

ウ
ト
カ
ム
を
明
確
に
し
ま

し
た
。

　

資
格
を
取
る
こ
と
が
す

べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
た
め
の
勉
強
を
通
じ
て

大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

地
道
に
一
つ
一
つ
や
っ
て
い

く
こ
と
で
、
選
ば
れ
る
大
学

に
な
っ
て
い
け
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
　
私
の
子
ど
も
も
不
動

産
学
部
に
お
り
ま
す
が
、
宅

建
科
目
の
必
修
化
に
つ
い
て

は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
厳
し

い
条
件
を
付
け
な
が
ら
学
生

を
育
て
て
く
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
て
い
ま
す
。

塩
谷
　
地
区
教
育
懇
談
会
に

る
お
も
て
な
し
の
ス
タ
イ
ル

を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

理
事
長
　
先
代
の
理
事
長
が

よ
く
話
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
正
し
い
も
の
、
強
い
も
の

が
勝
つ
時
代
で
は
な
い
。
時

代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

進
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
生

き
残
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
信
念
は
こ
れ
か

ら
も
踏
襲
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
が
大
い

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

塩
谷　

教
育
後
援
会
と
し
て

私
た
ち
親
が
学
校
に
対
し
て

で
き
る
こ
と
と
は
何
で
し
ょ

う
か
？

理
事
長
　
保
護
者
の
皆
様
は

何
か
し
ら
お
仕
事
を
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
明
海
大
学
の

卒
業
生
を
積
極
的
に
採
用
す

る
こ
と
に
力
を
貸
し
て
い
た

だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

親
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
教

育
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
大
学

と
保
護
者
の
両
輪
で
学
生
を

育
て
て
い
け
る
よ
う
協
力
体

制
を
築
い
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

司
会
　
教
育
後
援
会
で
も
今

後
も
大
学
と
協
力
体
制
を
築

き
、
学
生
と
保
護
者
、
ま
た

大
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
お
忙
し
い
な
か
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲昨年度リニューアルしたサウス学生ホール。ホール全体のアクセントに
なっているカラーストライプの床材は、宮田淳理事長が選んだもの。改修に
は教育後援会も支援した。

　
昨
年
３
月
、
宮
田
侑
前
理
事
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
、
新
た
に
宮
田
淳
理
事
長

が
就
任
し
た
。
年
々
、
大
学
入
学
者
が
減
少
し
て
い
く
中
で
明
海
大
学
は
ど
の
よ
う
に

特
色
を
出
し
、
選
ば
れ
る
大
学
に
な
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
。
新
理
事
長
が
経
験
し
て

き
た
明
海
大
学
で
の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
現
在
の
仕
事
と
想
い
、
明
海
大

学
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
、

生
き
残
る
と
い
う
こ
と

卒
業
生
の
活
躍
が

大
学
の
真
の
評
価
に
つ
な
が
る

宮田　淳 理事長

久村　充 『潮風』編集委員長

小林あゆみ 教育後援会副会長

自
己
主
張
は

知
識
と
い
う

土
台
が
な
い
と

で
き
な
い

司
会
　
で
は
、
話
を
現
在
の

こ
と
に
移
し
ま
し
ょ
う
。
率

直
に
理
事
長
は
現
在
の
明
海

大
学
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

理
事
長
　
私
も
親
で
す
か
ら
、

ゲ
ー
ム
ば
か
り
や
っ
て
い
る
、

パ
ソ
コ
ン
ば
か
り
や
っ
て
い

る
と
子
ど
も
に
言
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
時

代
と
比
較
し
、
入
っ
て
く
る

情
報
を
瞬
時
に
さ
ば
く
能
力

は
今
の
子
ど
も
た
ち
の
ほ
う

が
長
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
一
方
で
、
自
分
の
考
え

を
述
べ
た
り
、
自
己
主
張
を

す
る
こ
と
が
不
得
手
な
子
ど

も
た
ち
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま

す
。
特
に
こ
こ
数
年
、
学
生

た
ち
が
お
と
な
し
く
な
っ
て

い
る
、
い
い
子
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

小
林
副
会
長
（
以
下
、小
林
）

確
か
に
、
自
分
の
子
ど
も
や

そ
の
友
人
た
ち
を
見
て
い
て

も
、
理
事
長
の
お
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
に
当
て
は
ま
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
友
だ
ち
と
一

緒
に
い
て
も
、
気
を
使
っ
て

発
言
に
慎
重
に
な
っ
て
い
た

り
、
本
心
を

言
え
な
い
雰

囲
気
が
あ
る

よ
う
な
気
が

し
ま
す
ね
。

塩
谷　

そ
の

よ
う
な
学
生

の
変
化
は
何

が
背
景
に
あ

る
と
思
わ
れ

ま
す
か
？

理
事
長
　
断
言
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
ゆ
と
り
教
育
な
ど
が

大
き
く
絡
ん
で
い
る
よ
う
な

気
は
し
て
い
ま
す
ね
。

司
会
　
確
か
に
、
教
育
現
場

に
お
い
て
も
、
例
え
ば
運
動

会
の
徒
競
走
で
順
位
を
付
け

な
い
と
か
、
国
際
社
会
の
中

で
の
競
争
と
い
う
部
分
に
お

い
て
日
本
が
少
し
後
れ
を

と
っ
た
感
じ
は
し
ま
す
。

理
事
長
　
覚
え
る
教
育
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
は
考
え
る

教
育
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
覚
え
て
、
そ

れ
か
ら
考
え
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
覚
え
た
こ
と
を
土
台

に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
ス
ス
メ

司
会
　
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
つ
い
て

は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

情
報
過
多
が
子
ど
も
た
ち
にも

た
ら
し
た
変
化

塩谷　毅 教育後援会会長佐藤恒久 教育後援会副会長

建
学
の
精
神
を

基
礎
に

新
し
い
取
り
組
み
を

司
会
　
続
い
て
未
来
の
こ
と

に
話
題
を
移
し
ま
す
。
現
在

浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織

委
員
会
と
の
連
携
、
Ｊ
リ
ー

グ
の
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

千
葉
と
連
携
し
て
地
域
で
の

サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開

校
、
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
エ
大
学

と
の
学
術
交
流
協
定
な
ど
、

建
学
の
精
神
に
あ
る
「
広
く

国
際
、
未
来
社
会
に
活
躍
し

て
い
く
人
材
の
育
成
」
と
い

う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
具
現
化
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
大
学

の
経
営
の
視
点
で
、
日
本
国

内
の
み
な
ら
ず
世
界
を
見
据

え
た
今
後
の
方
針
な
ど
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

理
事
長
　
卒
業
生
の
社
会
で

の
活
躍
が
大
学
の
評
価
に
な

り
ま
す
。
卒
業
生
が
活
躍
で

き
る
場
を
作
る
の
が
私
の
役

目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
思
い
つ
く
こ
と
は

何
で
も
や
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
日
本
人
学
生
だ
け

で
な
く
留
学
生
の
日
本
語
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ

の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
マ
ル

チ
な
文
化
が
存
在
す
る
、
そ

れ
も
国
際
化
の
一
つ
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
留

学
生
も
親
御
さ
ん
か
ら
預

か
っ
て
い
る
優
秀
で
将
来
有

望
な
子
ど
も
た
ち
で
す
。
そ

の
よ
う
な
留
学
生
に
対
し
て

日
本
語
教
育
を
し
っ
か
り
し

よ
う
と
、
今
年
か
ら
多
く
の

時
間
を
割
い
て
日
本
語
教
育
、

そ
し
て
就
職
対
策
を
強
化
し

て
い
く
予
定
で
す
。

司
会
　
日
本
の
企
業
も
現
在

は
ど
ん
ど
ん
世
界
に
出
て
い

て
、
現
地
で
日
本
語
が
で
き

る
人
材
の
採
用
な
ど
も
あ
り

ま
す
し
、
そ
の
よ
う
な
意
味

で
は
ま
す
ま
す
明
海
大
学
が

グ
ロ
ー
バ
ル
な
大
学
に
な
っ

て
い
き
そ
う
で
す
ね
。

理
事
長
　
と
に
か
く
、
大
学

が
ど
う
し
た
ら
社
会
に
貢
献

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
、
学

生
や
地
域
社
会
や
関
わ
る
す

べ
て
の
方
々
に
ど
う
し
た
ら

選
ば
れ
る
の
か
を
考
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

資
格
取
得
を

目
指
し
な
が
ら

よ
り
勉
強
の

幅
を
広
げ
る

司
会
　
大
学
入
学
者
の
減
少

が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
関
す
る
対
策
に
つ
い

て
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
か
？

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
、

生
き
残
る
と
い
う
こ
と

情
報
過
多
が
子
ど
も
た
ち
にも

た
ら
し
た
変
化

卒
業
生
の
活
躍
が

大
学
の
真
の
評
価
に
つ
な
が
る
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今
年
度
よ
り
、
明
海
大
学

は
サ
ッ
カ
ー
の
ジ
ェ
フ
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
株
式
会
社
と
共
に

浦
安
市
内
の
小
学
生
を
対
象

に
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
催
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
今
年
７
月
に
明
海

大
学
が
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
と
２
者
で
協
力
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
貢
献

活
動
を
行
う
「
包
括
的
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
に

調
印
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
。
ま
た
以
前
よ
り
本
学
は

浦
安
市
と
地
域
社
会
発
展
の

た
め
の
相
互
協
力
を
結
ん
で

お
り
、
市
内
小
学
生
の
陸
上

競
技
会
等
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
提
供
し
た
り
、
社
会
人

講
座
を
開
い
た
り
す
る
な

ど
、
地
域
社
会
に
還
元
す
る

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の

サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
練

習
場
所
の
提
供
や
体

育
会
サ
ッ
カ
ー
部
の

学
生
が
ア
シ
ス
タ
ン

ト
コ
ー
チ
と
し
て
指

導
に
も
協
力
し
て
い

る
。

　

ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
と

は
、
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
八

津
川
義
廣
監
督
が
選
手
と
し

て
所
属
し
て
い
た
関
係
で
、

強
化
試
合
を
行
う
な
ど
の
交

流
が
あ
っ
た
。
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
と
し
て
活
躍
し
、

現
在
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
ス
ク
ー
ル
マ
ス
タ
ー
を
務

め
る
坂
本
將
貴
氏
は
こ
う
語

る
。「
子
ど
も
た
ち
は
学
年

で
ク
ラ
ス
を
分
け
て
い
ま
す

が
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
さ
ま
ざ

ま
。
明
海
大
学
サ
ッ
カ
ー
部

か
ら
毎
週
何
人
も
の
学
生
が

ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
入
っ
て
く

れ
る
の
で
、
そ
の

子
に
合
っ
た
レ
ベ

ル
の
指
導
が
で
き

る
の
で
助
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人

工
芝
は
と
て
も
質

が
よ
く
、
こ
の
環

境
で
サ
ッ
カ
ー
が

で
き
る
と
い
う
こ

と
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
う
」

と
も
語
っ
た
。

　

こ
の
日
ア
シ
ス

タ
ン
ト
に
入
っ
て

い
た
栗
林
倫
也
さ

ん
（
経
済
学
科
）、

小
倉
拓
人
さ
ん
、

亀
井
照
太
さ
ん
、

平
紘
夢
さ
ん
（
日

本
語
学
科
）
は
皆
一
年
生
。

当
初
は
、
小
さ
な
子
ど
も
に

ど
う
接
し
て
い
い
か
分
か
ら

ず
、
苦
手
だ
っ
た
と
い
う
亀

井
さ
ん
は
「
サ
ッ
カ
ー
を
通

じ
て
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
」

と
話
す
。
学
業
と
サ
ッ
カ
ー

の
両
立
だ
け
で
も
大
変
な
う

え
に
、
小
学
生
へ
の
指
導
は

負
担
な
の
で
は
？
と
尋
ね
る

と
、
小
倉
さ
ん
は
「
子
ど
も

た
ち
と
の
サ
ッ
カ
ー
は
疲
れ

る
よ
り
も
癒
さ
れ
ま
す
」
と

話
す
と
ほ
か
の
学
生
も
う
な

ず
い
て
い
た
。

　

ま
た
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に

入
っ
て
い
た
学
生
は
将
来
プ

ロ
に
な
る
の
が
目
標
だ
と
い

う
。
学
生
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

小
学
生
と
、
こ
の
明
海
大
学

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
将
来
日

本
を
代
表
す
る
サ
ッ
カ
ー
選

手
が
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　ヨット部　
・2014 年度関東学生女子ヨット春季選手権大会
　総合 4位、470 級優勝、スナイプ級 5 位
・2014 年度関東学生ヨット春季選手権大会
　総合 5位、470 級 3 位、スナイプ級 6 位
・2014 年度関東 470 級ヨット選手権大会

5 位　鈴木祐哉（経済学科 2 年）・後藤竜佑（経済学科
4 年）【大学順位 1 位】
9 位　又村あすか（英米語学科 4 年）・又村　彩（英米
語学科 4 年）【大学順位 3 位】

・2014 年度関東学生ヨット個人選手権大会
470 級 14 位　鈴木祐哉・後藤竜佑、スナイプ級 8 位　
増井健人（経済学科 4 年）・古坂信悟（英米語学科 2 年）、
12 位　須藤和帆（経済学科 4 年）・天野正志（経済学
科 4 年）
※以上、3 組は 2014 年度全日本学生ヨット個人選手権
大会への出場権を獲得

・2014年度全日本女子ヨット選手権大会関東水域選考会
470 級 3 位　林　優季（経済学科 2 年）・木村沙耶佳（経
済学科 2 年）、5 位　又村あすか・又村　彩、7 位　又
村　優（日本語学科 1 年）・澤田しおり（英米語学科 3 年）、
スナイプ級 6 位　橋本杏奈（経済学科 1 年）・千葉真由
子（経済学科 3 年）
※以上、4 組は 2014 年度全日本女子学生ヨット選手権
大会への出場権を獲得

・2014 年国際 470 級ジュニア世界選手権大会
林　優季・木村沙耶佳・太田貴弘（経済学科 2 年）の 3
名は、日本代表選手として、イタリア・チェルビアにお
いて 2014 国際 470 級ジュニア選手権大会に参加した

・2014 年度関東学生女子ヨット秋季選手権大会
総合 2 位、470 級 1 位　林　優季・木村沙耶佳、2 位
又村あすか・又村　彩、5 位　又村　優・澤田しおり、
スナイプ級 5 位　橋本杏奈・千葉真由子

・2014 年度全日本学生ヨット個人選手権大会
470 級 17 位　鈴木祐哉・後藤竜佑、スナイプ級 8 位　
増井健人・古坂信悟、18 位　須藤和帆・天野正志

・2014 年度日建・レンタコムカップ
　第 23回全日本学生女子ヨット選手権大会

総合 5 位、470 級 4 位　又村　優・澤田しおり、6 位
林　優季・木村沙耶佳、7 位　又村あすか・又村　彩、
スナイプ級 8 位　橋本杏奈・千葉真由子

・2014 年度第 81 回関東学生ヨット秋季
　兼　全日本学生選手権大会（予選）
　総合 4位、470 級 2 位、スナイプ級 5 位
・2014 年度第 79 回全日本学生ヨット選手権大会
　総合 7位、470 級 7 位、スナイプ級 5 位

　サッカー部　
・2014 年度千葉県大学サッカー 1部リーグ
　優勝　〈12 勝 2 敗〉
・2014 年度千葉県大学サッカー選手権大会
　兼　総理大臣杯千葉県代表決定戦
　優勝
・2014 年度第 47 回関東大学サッカー大会
　〈関東大学サッカーリーグ戦 2部昇格戦〉
　予選リーグ敗退

　空手道部　
・第 50回東日本大学空手道選手権大会
　男子団体組手：ベスト 8
　女子団体組手：ベスト 8
・第 42回関東学生空手道個人選手権大会
　男子個人組手
　　遠山　大輔（経済学科 3 年）7 回戦進出（ベスト 8）
　　森　　龍斗（経済学科 1 年）6 回戦進出（ベスト 16）
　　鷲野　大輝（経済学科 4 年）5 回戦進出（ベスト 32）
　　森　　暁斗（経済学科 4 年）5 回戦進出（ベスト 32）
　　松崎　亮斗（経済学科 3 年）5 回戦進出（ベスト 32）
　女子個人組手
　　平山　晃子（経済学科 2 年）3 回戦進出（ベスト 32）

※以上、6 名が第 58 回全日本空手道選手権大会への出
場権を獲得

・第 58回全日本学生空手道選手権大会
　男子個人組手
　　遠山　大輔 4 回戦進出（ベスト 32）

　森　　龍斗 4 回戦進出（ベスト 32）
　森　　暁斗 3 回戦進出
　松崎　亮斗 3 回戦進出
　鷲野　大輝出場
　女子個人組手
　平山　晃子 4 回戦進出（ベスト 16）
・第 57回関東大学空手道選手権大会
　男子団体組手：ベスト 8
　女子団体組手：ベスト 16
　女子団体形　予選 8 位（11 大学中）
・第 25回関東学生空手道体重別選手権大会
　女子：齋藤　秀穂（経済学科 4 年）68㎏超級　準優勝
・第 58回全日本大学空手道選手権大会
　男子団体組手：ベスト 16
　女子団体組手：ベスト 16

　テニス部　
・関東学生テニストーナメント大会（個人戦）
　シングルス
　　吉田美音（4 年）　　2 次予選 SF（準決勝）
　　尾本亜耶（3 年）　　1 次予選 1R（1 回戦）
　　西村友梨絵（2 年）　1 次予選 SF（準決勝）
　ダブルス
　　吉田美音（4 年）・西村友梨絵（2 年）　　2 次予選 SF
　　尾本亜耶（3 年）・片岡 奈菜美（帝京大）　1 次予選 1R
・関東学生テニス選手権大会
　本戦WC〈ワイルドカード〉選考大会（個人戦）
　吉田美音（4 年）　　ベスト 16
・関東学生テニス選手権大会（個人戦）
　シングルス
　　吉田美音（4 年）　　1 次予選 F（決勝）
　　尾本亜耶（3 年）　　1 次予選 SF（準決勝）
　　西村友梨絵（2 年）　1 次予選 F（決勝）
　ダブルス
　　吉田美音（4 年）・西村友梨絵（2 年）
　　2 次予選 SF（準決勝）
　　尾本亜耶（3 年）・本田佳沙美（城西大）
　　1 次予選 SF（準決勝）
・関東大学テニスリーグ（団体戦）
　女子第 5 部　ベスト 16 以上確定

2014 年度体育会活動状況（2014 年 11 月 20 日現在）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

浦
安
の
子
ど
も
た
ち
にサ

ッ
カ
ー
を
指
導スクールマスター

坂本將貴氏

▶
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
回
る
子
ど
も
た
ち

▶
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
学
生
（
取
材

当
日
）

ホームページを
ご覧ください

　教育後援会のホームページを昨年４月にリ
ニューアルしました。
　色調を明るくし、スマートフォン・携帯電
話（一部機種除
く）にも対応に
なったのでいつ
でもどこでも見
られます。
『潮風』では伝
えきれない情報
もアップしてい
るので、ぜひま
めにチェックを。

2020年東京五輪大学連携協定を締結

臨海エリアの立地を生かした
本学ならではの支援・協力をしていく

　2014 年 6 月 23 日、早稲田大
学大隈記念講堂において、「2020
年東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会大学連携協定締
結式・記念シンポジウム」が開催
され、一般財団法人東京オリン
ピック・パラリンピック競技大会
組織委員会の関係者と全国の大
学・短大関係者が一堂に会した。
　本学からは佐々木康史副学長
と中川仁体育会会長が出席した。

■五輪成功に向け連携
　この協定は、東京オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会の成

功に向け、一般財団法人東京オリンピック・パラリンピック競
技大会組織委員会と全国の大学が連携し、それぞれの資源を活
用してオリンピック教育の推進や大会気運の醸成などの取り組
みを進めることが目的。全国 552 の大学・短大が締結した。
　本学では、9 月 17 日に連携活動の一環として、浦安キャン
パスで、不動産学部主催 ( 共催 : 一般財団法人日本不動産研究
所 ) 「オリンピックは東京の不動産市場をどのように変えるの
か？」と題したシンポジウムを開催、多くの関心を呼んだ。
　
■会場へのアクセスが良い明海大学
　今回のオリンピックのコンセプトとして「成熟した都市での
開催」「コンパクトな会場配置」が掲げられているが、台場地
区や有明地区など臨海エリアが競技会場として多く使用され、
晴海地区が選手村となる予定。本学は、これら臨海エリアの会
場へのアクセスが良く、整備されたグラウンド・施設も持って
いる。練習施設の貸し出し、体育会所属の在学生らによるサポー
トスタッフの手配など万全の環境を提供することが可能だ。
　今後、2020 年東京オリンピック・パラリンピックの成功に
向けて、さまざまな分野で本学だからこそできる連携・協力を
行っていく。
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冒
頭
の
教
育
後
援
会
塩
谷

毅
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

安
井
利
一
学
長
は
「
明
海
大

は
、
こ
の
十
年
で
就
職
率
を

上
げ
た
大
学
の
ベ
ス
ト
10
に

入
る
な
ど
成
果
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。『
10
月
ま
で
に

就
職
内
定
率
50
％
』
と
い
う

目
標
に
対
し
、
今
年
は
す
で

に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
学
科
で
約
70
％
、
不

動
産
学
科
で
約
44
％
。
こ
れ

は
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
控
え
て
、
不
動
産

業
界
や
ホ
テ
ル
業
界
が
活
況

で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
就
職

は
、
４
年
間
学
ん
だ
こ
と
を

社
会
に
還
元
す
る
方
法
。
働

く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を

授
業
を
通
じ
て
学
生
に
伝

え
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
夢
の
実
現
に
向

け
て
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
た
。

明
海
大
の
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
制
度

「
Ｍ
Ｇ
Ｏ
」

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
長
の
内
苑
孝
美
教

授
は
、
就
職
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
「
１
年
生

の
後
期
か
ら
４
年
生
で
内

定
を
も
ら
う
ま
で
一
貫
し

た
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
お
り
、
個
別

指
導
も
行
っ
て
い
る
。

ら
れ
る
か
ど
う
か
が
キ
ー
。

ど
う
か
温
か
く
見
守
っ
て
ほ

し
い
」
と
保
護
者
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

現
在
の
就
職
環
境
と

そ
の
変
化

～
保
護
者
の
皆
様
が
で
き
る

就
活
サ
ポ
ー
ト
～

株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア

就
職
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
長

大
黒
光
一
氏

 
「
就
職
状
況
は
好
転
し
て
い

る
と
い
わ
れ
、
新
卒
生
の
進

路
確
定
率
も
前
年
の
80
％
か

ら
今
年
は
85
％
に
。
し
か
し
、

決
ま
ら
な
い
ま
ま
卒
業
す
る

15
％
に
注
目
し
て
ほ
し
い
」

　

今
は
保
護
者
世
代
と
就
職

活
動
の
仕
方
が
全
く
変
わ

り
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
の
就

活
。
進
学
率

の
上
昇
で
大

学
進
学
者
が

大
き
く
増
加
。

求
人
の
増
加

が
追
い
付
か

ず
、
企
業
が

学
生
を
選
ぶ

買
い
手
市
場

に
な
っ
て
い

る
」。

　

ま
た
業
種

や
企
業
の
イ

メ
ー
ジ
も
大

き
く
変
わ
っ

　

１
、２
年
次
は
、
企
業
人

と
し
て
だ
け
で
な
く
社
会
人

と
し
て
の
心
構
え
や
基
礎
も

学
ぶ
た
め
全
員
必
修
。
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
能
力
や
マ

ナ
ー
が
身
に
付
く
よ
う
早

い
段
階
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
３
年
次
か
ら
は
選
択
制

で
、
個
別
に
実
践
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
機
会
も
出
て

く
る
」
と
話
し
た
。

就
職
活
動
へ
の
準
備
と

保
護
者
の
サ
ポ
ー
ト

　

ま
た
12
月
だ
っ
た
就
職
活

動
開
始
時
期
が
、
現
３
年
生

か
ら
は
３
月
ス
タ
ー
ト
と
ず

れ
込
み
、
短
期
決
戦
と
な
る
。

短
期
に
な
る
分
だ
け
活
動
前

の
十
分
な
準
備
が
必
要
。

 

「
就
職
試
験
に
落
ち
『
お
前

は
ダ
メ
だ
』
と
否
定
さ
れ
た

と
感
じ
る
学
生
も
い
る
。
が
、

そ
の
企
業
に
合
わ
な
け
れ
ば

不
採
用
と
な
る
の
が
就
職
試

験
。
根
気
強
く
活
動
を
続
け

編
集
後
記

　

皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

も
教
育
後
援
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

さ
て
、
本
号
で
は
、
昨
年

３
月
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
宮

田
理
事
長
と
の
新
春
座
談
会

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
理

事
長
の
学
生
に
対
す
る
熱
い

思
い
や
期
待
が
語
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
読
を
お

願
い
し
ま
す
。
理
事
長
の
今

後
の
益
々
の
活
躍
を
祈
念
す

る
と
と
も
に
、
後
援
会
と
し

て
も
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
暮
れ
は
寒
波
が
襲
来

し
ま
し
た
が
、
就
職
戦
線
は

熱
く
、
経
済
状
況
の
上
向
き

で
、
各
学
部
と
も
就
職
希
望

者
の
内
定
率
が
前
年
よ
り
上

昇
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
う

保
護
者
の
気
持
ち
は
皆
さ
ん

一
緒
で
す
。
現
３
年
生
か
ら

は
就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
変
更
が
あ
り
ま
す
が
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
最
新
の

情
報
を
得
て
、
卒
業
ま
で
お

子
様
の
フ
ォ
ロ
ー
を
忘
れ
ず

に
お
願
い
し
ま
す
。
最
新
の

情
報
は
地
区
教
育
懇
談
会
で

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
委
員
長
　
久
村
　
充

て
い
る
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
で
企
業
の
事
業
内

容
も
変
化
。
銀
行
の
窓
口
業

務
は
減
少
傾
向
、
シ
ス
テ
ム

構
築
で
き
る
理
系
学
生
を
欲

し
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公

務
員
も
給
与
の
削
減
や
土
日

出
勤
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
」。

 

「
親
の
価
値
観
を
押
し
つ
け

過
ぎ
ず
に
、
さ
り
げ
な
く
、

見
守
り
信
じ
る
姿
勢
が
大

切
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

平成27年1月20日発行（年2回刊）
〈教育後援会だより〉
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企業名 人数
サービス
株式会社ＪＴＢ首都圏 1
株式会社エイチ・アイ・エス 6
株式会社ニッコウトラベル 1
グランド ハイアット 東京 2

シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・
ホテル 1

リゾートトラスト株式会社 1
株式会社プリンスホテル 1
株式会社星野リゾート・マネジメント 1
東京ベイ舞浜ホテル クラブリゾート 1
ＡＮＡエアポートサービス株式会社 2
ＡＮＡ成田エアポートサービス株式会社 6
株式会社目黒雅叙園 1
株式会社八芳園 2
株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ 1
日本郵便株式会社 1
千葉みらい農業協同組合本店 1
株式会社ぐるなび 1
株式会社ニチイ学館 1
株式会社早稲田アカデミー 1
ユナイト株式会社 1
株式会社メッセージ 1

建設・不動産
株式会社鴻池組 1
住友不動産販売株式会社 2
三井不動産リアルティ株式会社 1
スターツグループ 2
株式会社アーネストワン 2
みずほ信不動産販売株式会社 1
東急リバブル株式会社 1
オークラヤ住宅株式会社 1
三菱ＵＦＪ不動産販売株式会社 1
株式会社レオパレス２１ 1
株式会社共立メンテナンス 1
野村不動産パートナーズ株式会社 1
金融
株式会社みずほフィナンシャルグループ 1
株式会社千葉興業銀行 1
君津信用組合 1
水戸証券株式会社 2
第一生命保険株式会社 1
日本生命保険相互会社 1
株式会社クレディセゾン 1
輸送
全日本空輸株式会社 4
日本航空株式会社 1
株式会社ＪＡＬスカイ 1

株式会社大韓航空 1
佐川急便株式会社 1
株式会社ホームロジスティクス 1
メーカー
日清紡ホールディングス株式会社 1
日本地工株式会社 1
株式会社クロスカンパニー 1
Ｐ＆Ｇマックスファクター合同会社 1
商社
株式会社オンワード樫山 1

ＬＶＪグループ株式会社　
ルイ・ヴィトンジャパンカンパニー 1

株式会社ナルミヤ・インターナショナル 2
株式会社レリアン 1
株式会社ガリバーインターナショナル 3
トシン・グループ株式会社 3
福西電機株式会社 1
昭光通商株式会社 1
上原成商事株式会社 1
流通
青山商事株式会社 1
株式会社コナカ 1
株式会社ユナイテッドアローズ 5
株式会社ユニクロ 2
株式会社パル 1
サマンサタバサグループ 3
株式会社ファミリーマート 1

株式会社シー・ヴイ・エス・ベイエリア 1
オーケー株式会社 2

株式会社ジェイアール東海
パッセンジャーズ 1

トヨタカローラ千葉株式会社 3
千葉日産自動車株式会社 1
千葉スバル自動車株式会社 1
株式会社ビックカメラ 1
株式会社ヨドバシカメラ 1
ラオックス株式会社 1
株式会社島忠 2
株式会社ＬＩＸＩＬビバ 1
株式会社ツツミ 1
株式会社スギ薬局 1
株式会社ケイト・スペードジャパン 1
株式会社メガネトップ 1
ロクシタンジャポン株式会社 1
ＡＮＡ ＦＥＳＴＡ株式会社 1
株式会社東天紅 1
株式会社ダイヤモンドダイニング 2
株式会社日本レストランエンタプライズ 2
株式会社叙々苑 1
情報通信
株式会社フォーカスシステムズ 2
株式会社エフティコミュニケーションズ 2
地方公務
横芝光町役場 1

2014年度 卒業生の主な内定先（2014年 9月卒業生含む）
（2014年11月14日現在）

※上記以外にも多数の企業から内定をいただいています。

卒業記念アルバムについて

　３月・９月の学位記授与式後に
卒業生全員に記念として教育後援
会から卒業アルバムが送付贈呈さ
れます。返品を少なくするため下
記の項目をご確認ください。

①アルバム送料は着払い（個人負担）
　になります。
②お手元に届くのは 12 月から翌年

１月を予定しております。
③住所を変更した場合は必ず学生支

援課に届出を行ってください。
④アルバムの発送は、国内限定のた

め、留学生は国内で受け取ること
が可能な住所・友人等を届出くだ
さい。（個人写真の撮影時に受付）

参加者延べ人数
千葉 東京 山梨 神奈川 茨城 埼玉 栃木 群馬 合計

日本語 6 4 0 0 2 3 0 0 15
英米語 24 8 0 1 2 3 1 0 39
中国語 3 2 0 1 0 3 0 0 9
経　済 17 13 0 2 4 3 0 2 41
不動産 13 19 0 1 3 3 0 1 40
Ｈ　Ｔ 20 12 0 2 4 19 1 4 62
合　計 83 58 0 7 15 34 2 7 206

学年別　就職活動スケジュール
〈2015年 1月～４月〉

※日程等は変更になることがあります。

現在２年生
 「まだ２年生」と思っていた皆さんも、４月に３年生に
進級すると、毎月のようにガイダンスが。「忘れてた！」
ということにならないよう、こまめに日程のチェックを。
	 ４月ごろ	 オリエンテーション等

現在３年生
　活動が本格化している３年生は、次々に企業の採用活
動が始まる。もし悩んだり煮詰まっている様子が見えた
ら、キャリアサポートセンター窓口へ行くようアドバイ
スしてみては。
	 １月	 内定者による就活アドバイス（～ 27 日）
		  グループディスカッション講座
		  OB・OGから学ぶ業界・職種研究セミナー②（22日）
		  履歴書用写真学内撮影会
	 ２月	 SPI・筆記試験直前対策講座（16 日～ 20 日）
		  公務員試験対策講座（16 日～３月９日）
		  グループディスカッション講座（27 日）
		  履歴書用写真学内撮影会
	 ３月	 千葉県 28 大学就活応援セミナー（２日）
		  学内企業セミナー①（17 日～ 18 日）
	 ４月	 学内企業セミナー②（16 日～ 17 日）

現在４年生
　大学では２月に未内定の４年生のためのセミナーを開
催し、卒業前の就職を後押ししている。大学で扱ってい
る求人を紹介してくれるほか、個別の相談も受け付けて
いる。
	 ２月	 卒業前に決める就活応援セミナー（18 日）

※行事の詳細や日程についてはホームページでも見られます。
　（ＨＰ　http://meikai-career.jp/）

就
職
状
況
は
明
る
く
な
っ
た
の
か
？

関
東
地
区
就
職
懇
談
会

　
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に
行
わ
れ
た
就
職
懇
談
会
。
参
加
し
た
保
護
者
は
大
学
の

就
職
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
ま
た
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
、
内
定

者
に
よ
る
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

7/5（土）
開催

講 演

＊内定者によるパネルディスカッ
ションは教育後援会ＨＰをご覧く
ださい


